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筆者 の 1 人 , 主 原 は 1968 年 2 月 23 日 , 滋賀 県 鈴鹿 山脈 で 採集 し た ヒサ マツ ミド リ シ ジ ミ の 卵 1 個 を 成虫 まで 飼 
育 し て , 本 種 の 生活 史 の 一 部 を 知る こと が で きた (本 誌 , Vol. 20, No. 3 & 4 に 報告 う . 更に, 1969 年 秋 , 鈴鹿 山 
脈 お よび 京都 北山 で 採集 し た 本 種 の 卵 を 飼育 し て , その 生活 史 の 大 要 を 知る と と が で きた ( 遇 ま で の 飼育 経過 は 
1970 年 5 月 3 日, 本 会 25 周年 記念 大 会 で 報告 > その 後 1970 年 秋 に 鈴鹿 山脈 , お よび 北山 (京都 , 滋賀 両 府県 に 
わた る ) で , ブナ 科 植 物 3 種 か ら 本 種 の 卵 を 多数 採集 し た . と れ ら の 資料 か ら え られ た 本 種 の 生活 史 の 一 部 , 卵 , 
幼虫 , 帳 の お お よそ の 形態 に つい て 現在 まで に 知り えた 知見 を 報告 し た い . 

本 文 に 入る に さき だ ち , 日 頃 よ り 御 指導 を いた だ き , 今回 の 報告 に 際 し て も 種々 御 教 示 下 さっ た 九州 大 学 教授 白 
水 隆博 士 , 国際 大 学 教授 丹 信 実 先生 , 平安 高校 井上 宗二 先生 に 厚く 御礼 申し 上 げ る と と も に , 写真 撮影 を し て い 
た だ いた 三井 正晴 氏 , 主 原信 宏 氏 に 深く 感謝 する . 


発生 地 の 環 境 


現在 まで に 本 種 の 卵 を 採集 し た 場所 は , 滋賀 県 甲賀 郡 大 河原 , 神崎 郡 神崎 川上 流 , 高島 郡 と 京都 市 左京 区 の 安曇 
川上 流 の 北山 , お よび 岐阜 県 上 石津 村 で ある . 鈴鹿 山脈 愛知 川上 流 の 神崎 より 茨 川 に いた る 標高 300~500m の 渓 
会 沿い の 地域 は 急斜面 と な り , 本 種 の 食 樹 で ある ウラ ジロ ガン シ (Quercus salicina), ツク バネ ガ シ (Quercus 
sessiliflora), アカ ガ シ (Ozerczy acuta) を 主 に , シャ ク ナ ゲ を 含む ツツジ 科 植 物 が 生育 し , それ に ミズ ナラ が 少 
数 混 じ て いる . と の 地域 に は キリ シマ ミド リ シ ジ ミ , アイ ノミ ドリ シジミ , エゾ ミド リ シ ジ ミ , オオ ミド サシ ジミ, 
アカ シジミ , ウラ クロ シジミ , ウラ キン シジミ な どの ミド リ シ ジ ミ 類 が 生息 し て いる . 

北山 に お ける 本 種 の 卵 採集 地 は , 安澤 川上 流 の 梅 ノ 木 より 久 多 に いた る 標高 300~400m の 渓谷 沿い の ウラ ジロ 
ガ シ , ツク バネ ガ シ を 主 に し て ツツジ 科 植 物 を まじ えた 急斜面 で あり , 鈴鹿 山脈 に お ける 本 種 の 採集 地 と 非常 に 似 
た 地形 で ある . 本 種 は この よう な 環境 (に 生活 する も の と 考え られ る . と れ ら の 地域 の ウラ ジロ ガ シ , ツク バネ ガ シ 
か ら 本 種 の 卵 を 多数 採集 し た . 

いずれ の 産地 に お いて も 本 種 の 産卵 状態 は , Favonius 属 の クロ ミド リ シ ジ ミ に だ 似 て , 大 木 の 槽 近く の 頂 芽 に 多 
数 まとめ て 産卵 され て いる 場合 が 多い . 鈴鹿 山脈 で 本 種 と 混 生 する 同属 の キリ シマ ミド リ シ ジ ミ の 場合 は 低い 木 や 
大 木の下 枝 , また 切り 株 みか ら で た 小枝 に 多く 産卵 し て いる . また 産婦 さ れ た 芽 の 種類 を 比較 し て みる と , キリ シマ 
ミド リ シ ジ ミ で は 花芽 に 少な く , 逆 に ヒサ マツ ミド リ シ ジ ミ で は 花芽 の 方 が 多かっ た . と の と と か ら ヒ サマ ツ ミ ド 
リ シ ジ ミ が 大 木 に 好 ん で 産 卵 する と いう 性質 は , カシ 属 (と くに ウラ ジロ ガ シ ) の 小さ な 木 で は 花芽 を あま りつ け 
な いと と も 原因 が ある の で は な いか と 思わ れる . 小さ な 木 で も 花芽 が あれ は ば, 本 種 の 卵 を 採集 する と と が で きた . 
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食 樹 

と れ ま で 知ら れ た 本 種 の 食 樹 は 次 の 3 種 で ある . 
ウラ ジロ ガン (Quercus salicina) 
ツク バネ ガン シ (Quercus sessiliflora) 
ア カ が ガ シ (Quercus acuta) 


採集 され た 卵 を 樹種 別に みる と , 鈴鹿 山脈 の 場合 , ウラ ジロ ガ シ か ら 70%, ツク バネ ガ シ か ら 20, アカ ガ シ 
か ら 10 が 得 ら れ て いる . また , 同 地域 に 生息 する キリ シマ ミド リ シ ジ ミ に つい て も , 


卵 を 採集 する と と が で きた が , その 食 樹 別 の 比率 は 本 種 と は 反対 で あっ た . 
キリ シマ ミド リ シ ジ ミ は アカ ガ シ を 好む な よう で ある . 


と れ ら 3 種 の カシ 属 か ら 
と の と と か ら 本 種 は ウラ ジロ ガ シ を , 








久 ec 
産卵 状態 は 頂 芽 の 基部 附近 に 1~ 2 卵 (最高 6 卵 まで ) し の 2 / 
と いう も の が 普通 で ある が , 例外 的 に 細 枝 上 に 1 卵 づ つ 産 20805 0 多 10% 
バネ カン 
卵 さ れ た も の を 4 例 観 察し た. 卵 の 概 形 は 他 の ミド リ シ ジ ア の し 2 ジロ 


10 60 
ミ 類 と 同じ く , 由 色 で まん じゅ う 型 , 四 帝 表面 の 針 状 突起 ーーーーー [ 





































































































Fig. 1. ヒサ マツ ミド リ シ ジ ミ の 食 樹 上 の 卵 . Fig. 2. 卵 拡大 図 . Fig. 3. 
Fig. 5. 3 令 幼 虫 . Fig. 6. 4 令 幼 虫 . Fig. 7. 羽化 し た ヒサ マツ ミド リ シ 
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は 細長 く , 先端 は 鋭く と が ら な い . 卵殻 上 の 隆起 線 の 結合 点 よ り 生ずる 突起 は 同属 の アイ ノミ ドリ シジミ (Chry- 
sozephyrus aurorinus), メス アカ ミド リ シ ジ ミ (C. smaragdinus) の よう 規則 正しく 縦 に 配列 せ ず , キリ シマ 
ミド リ シ ジ ミ (C 太 sozepy75 ataxus kirishimaensis) や Favonius 属 の よう (と や や 不 規則 に 配列 する . 同一 食 
樹 で 発見 で きる キリ シマ ミド リ シ ジ ミ の 卵 と は , 本 種 の 卵 が 一 回 り 小 さき いと と と , 上 記 の よう に 針 状 突起 の 構造 が 
細長 く , 突起 数 が は る か に 多く て 密 で あり , 突起 構造 が 太 短 か く 突 起 数 の あら い キ リ シ マ ミド リ シ ジ ミ こ と は 明瞭 に 








































































































区 別 で きる . 
Table 1. 飼 育 経 過 の 1 例 
堪 。 化 |1 眼 起 |2 眼 起 |3 眼 起 | 姜 化 | 羽 化 | 性 幼虫 期 遇 捧 
4 月 4 日 4 月 11 日 | 4 月 15 日 | 4 月 21 日 | 4 月 29 日 | 5 月 16 日 "8⑧ | 25 日 | 7 日 
4 月 4 日 4 月 11 日 4 月 16 日 4 月 21 日 4 月 29 日 5 月 16 日 $ 25 日 17 日 
4 月 5 日 4 月 11 日 4 月 17 日 4 月 22 日 4 月 30 日 5 月 20 日 」 る 25 日 20 日 
4 月 6 日 4 月 12 日 4 月 19 日 4 月 28 日 5 月 1 日 5 月 18 日 」 $ 25 日 17 日 
4 月 17 日 4 月 23 日 4 月 27 日 5 月 3 日 5 月 11 日 5 月 28 目 | 侍 24 日 17 日 
4 月 18 日 4 月 27 日 5 月 1 日 5 月 5 日 5 月 12 日 5 月 29 日 ェ 24 日 17 日 
4 月 24 日 ! 5 月 1 日 5 月 6 日 5 月 10 日 5 月 18 日 6 月 2 日 の 24 日 15 日 
幼虫 


1 令 . 詳 化 直後 の 幼虫 は 淡 黄 褐色 で キリ シマ ミド リ シ ジ ミ よ りや や 暗色 で ある が , アイ ノミ ドリ シジミ , メス 
アカ ミド リ シ ジ ミ の よう に は 黒 味 を 帯び な い . 骨 化 時 幼虫 は キリ シマ ミド リ シ ジ ミ よ り も ゃ 一 層 小 さい よう で ある . 
1 令 中 期 に は 淡 黄 色 こ な る が , すでに 背 線 や 亜 背 線 斜 条 外線 部 な ど は 淡 褐 色 に 変る . し か し 基線 は 地 色 か ら 判 然 と 
区 別 で き な い . 基線 上 に 3 本 , 亜 背部 に 2 本 の 長毛 ( 1 本 は 短 か い ) を 生じ る . その 先端 部 は 白っぽい が 基 半 部 は 
黒色 . 頭 部 は 黒色 で ある . 

2 令 . 地 人 色 が 肖 黄 色 と 淡 掲 色 の 2 型 が 認め られ る よう (に な る が , 後者 は まれ で ある . 背 線 は 淡 褐 色 , 1 令 幼 虫 
(と 認め られ た 亜 背 線 や 基線 上 の 黒色 長毛 は 消失 し て , と これら の 部 分 に は 淡 褐色 の 毛 を 生ずる . 胴 部 周縁 に は 亜 背 線 
斜 条 外 緑 部 背 線 は 地 人 色 と 目立っ た 色調 の 差 が 認め られ な い . 

3 令 . 斑紋 が 判然 と し て くる が , 形態 釣 に は 2 令 と 大 差 な い . 地 色 は 淡 黄 色 と , 淡 褐 色 の 2 型 に は っ きり と わ 
か れる . 淡 褐 色 型 は 少な い . 背 線 は 褐色 , 体 の 前 方 で は や や 濃 色 , 背 線 両側 と 亜 背 線 斜 条 は 黄色 , 斜 条 両側 は 淡 宰 
色 . 気 門下 線 は 淡 赤褐色 , 気 門 上 線 は 淡 緑色 (と き ( に は 2 令 と 同じ 淡 黄 色 の 個体 も ああ る ). 基線 は 太く 黄色 . 

4 令 ( 終 令 う . 胴 部 の 全体 的 な 地 色 は 淡 褐 色 と 淡 黄 色 の 2 型 が 認め られ , 淡 褐 色 型 が 多い . 淡 黄 色 型 は 終 令 後期 
に は 黄 褐 色 に 変る が , 淡 褐 色 型 は 初期 と 大 差 な い . 胴 部 は 背面 か ら 見 れ ば 細長 いわ ら じ 形 で 側 緑 は 節 間 で 強く く び 
れ , キリ シマ ミド リ シ ジ ミ 人 似る . また , 胴 部 周縁 に は 淡 黄 色 の 長毛 が ある . 側面 か ら 見 れ ば , 背 緑 部 が 各 節 の 後 
方 で 高まる . 背 線 両側 の 長毛 は 終 令 幼虫 で 消失 する . 背 線 は 前 方 で は 太く , 暗 褐 色 で ある が , 体 の 後 端 と 向っ て 細 
く な り , 褐色 に な る . 背 線 両 側 か ら 亜 背 線 | に か け て は 黄色 また は 淡 黄 色 で , 亜 背部 の 斜 条 は 黄色 . 亜 育 部 斜 条 外縁 
部 に は 不 規則 な 波状 の 掲 色 斑 が ある が , と の 斑紋 は 個体 に よっ て 大 き さ や 色調 に 変化 が 多い . 気 門下 線 附近 は 赤 
褐色 , 基線 は 太く , 黄色 . 頭 部 , 気 門 は 黒色 . 第 9 腹 節 背面 に は 背 線上 に そっ て 1 対 の 黒 斑紋 が ある . 終 令 幼 虫 の 
体長 は 19 て 20mm. 本 種 3, 4 令 幼 虫 で は 色彩 的 に 個体 変化 が 多く , 前 記し た も の は 平均 的 色彩 の も の で ある . 

2 , 3 令 の 幼虫 で 簡単 な 巣 を つく る 個体 を 観察 し た が , 自然 状態 で も 巣 を つく る か 人 否 か は 維 察 で き な か っ た . 

帰 

形態 色彩 は 同属 の キリ シマ ミド リ シ ジ ミ に だ 類似 する が , その 概 形 は 側面 か ら 見 た 場合 に 第 2 腹 節 に お いて も っ と 
も 高く , 腹部 第 1 節 よ り 第 8 節 まで の 尾 端 に か け て の 長 さ は キリ シマ ミド リ シ ジ ミ よ り も 短く , また 丸 味 が あり , 
むし ろ ア イノ ミド リ シ ジ ミ , メス アカ ミド リ シ ジ ミ に 近い . 地 色 は 淡 黄 褐色 で 暗色 点 の 発達 程度 は 前 記 2 種 よ り 弱 
く , キリ シマ ミド リ シ ジ ミ よ りら 少し 強い . 後 胸 か ら 第 8 腹 節 に 達する 黒褐色 の 背中 線 条 は キリ シマ ミド リ シ ジ ミ よ 
り 細 く 各 人 節 の 前 部 で 丸く ふく ら み , キリ シマ ミド リ シ ジ ミ の よう 強く 太い 線 ( て は な ら ず , か つ 中 胸 後 端 部 に 拡 が 
ら な い . 中 胸 背 面 に ある 1 対 の 黒 斑 は 顕著 で ある . 体長 約 11.5mm~12.0mm. 
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Hable2. 中 の 型 別 出現 率 
6 
・ 鈴 鹿 | 北 山 
トー ニーーーーー ーー 計 
| 飼 育 | 採 集 「 飼 育 | 採 集 : 
AB 型 | 889? | 169® 18 5Y | 110* 
B 型 4 や や ーー — ーー 4 時 
計 | 92ee| ieee| 1s| sssln4se 
成 虫 
今回 の 飼育 個体 お よび 採集 個体 の 肉 の AB 型 , B 型 の 出現 率 の 明細 





は Table 2 の 通り で , 114 個体 中 , B 型 は 4 個体 の み で あっ た . 


ジミ 遇 ( 背 血 
マミ ドリ ジジ 


面 う . 


), 


クロ コム ラサ キ 大 阪 府 下 で 採集 


多 田 豊 
大 阪 府 河内 長野 市 北 貴 望 ケ 丘 1215 








クロ コム ラサ キ 








中 市 桜塚 に と お ける 1 る で ある 
1969 年 7 月 13 日 , 大 





っ た . 


れ た も の は 市 街 地 付近 の 公園 で も る と と か ら , 














Fig. 1. Apatura ilia substituta f. mi- 
kuni クロ コム ラサ キ @, 大 阪 府 
豊能 郡 東 能勢 村 , 13. vii. 1969. 





に 感謝 し ます . 


1 3, 大 阪 府 豊 能 部 束 能 勢 村 , 五 十 出 英 二 採 集 。 多田 豊 保管 


豊能 郡 


NT エー 





Apatura ilia substituta {. 


mikuni WILE- 


MAN が 大 阪 府 下 で 最初 に 採集 され た の は 1958 年 6 月 4 日 , 豊 
が , その 後 採集 され た 報告 は な か 
阪 府 豊能 寺 東 能勢 村 に お いて 五 十 
嵐 英 二 君 に より 1 $ が 採集 され た の で 報告 する . 最初 に 記録 さ 





公園 内 か も し く 


は 街路 に 植え られ た ヤナ ギ に 付着 し て 持ち 込ま れ た 可能 性 も 農 
えら れる が , 今回 の も の は 府下 最 北部 の 山地 帯 
採集 され て お り , また 写真 に 示す 通り 翔 の 損傷 も きわ め て 少な 
く 純然 た る 偶 産 暴 と は 考え 難い . な お 隣接 の 兵庫 県 下 に お ける 


初 谷 渓谷 ) で 





に 1 8, 1969 年 


6 月 に 1 る の 記録 が ある が 山地 帯 で の 採集 記録 は な い . 最後 に 
標本 を 贈ら れ , その 報告 を も 委ね られ た 五十嵐 英二 君 の 御 好意 
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